










school basketball  team located  in, but to clarify the situation  in the field of  teaching elementary 
and middle school sports, basketball, etc. in the way of guidance for future Golden Age The aim is 












4.  Medical  check:　 More  likely  to  implement  only  the  injured  player,  and  efforts  have 
been made  on  a  daily  basis  could  not  say. This  trend  is  particularly  pronounced  low-








































































 平成 20 年 7 月初旬～ 8 月初旬 （中学校全
国大会県予選前）
ⅱ）　 第 2 時期（2回目）
 平成 20 年 11 月初旬～ 12 月初旬 （ミニ全
国選抜大会県予選前）
ⅲ）　 第 3 時期（3回目）
 平成 21 年 6 月初旬～ 7 月初旬 （中学校全
国大会県予選前）
ⅳ）　第 4時期（4回目）












28 チーム，中学から男女 37 チームで当初 65
チームが選ばれた．その内 58 チームの回答（回
収率 89.2％）が得られた．また第 2時期の調査
では，１回目の 65 チームにさらに 16 チームが
追加され，ミニ男女 36 チーム，中学男女 45 と，































































して 3番目には ｢礼儀・しつけ｣ の順で挙げら
れた．一方の男子も女子同様の傾向が示されて





























活さ｣ など 4項目に分散し 12.5％と同率の値が
示された．男子については，｢礼儀｣ が 35.0％
と項目中最も多い割合を示し，次に ｢その他｣








































｢少し満足｣ が 31.3％で 2 番目の値であり．2
項目で過半数の割合を占めた．男子も ｢どちら
とも言えない｣が 35.0％で最も多い割合を示し，



















の他｣ の 2 項目が挙げられた．男子の方は，｢





中学の女子では ｢練習場｣ と ｢その他｣ の 2
項目に 17.4％と最も多い割合を示し，次の ｢練
習時間｣ では 13.0％と 3項目で殆どの割合を占
めていた．男子では，｢練習場｣，｢組織力｣ と



















































次に ｢スピード｣ が 56.3％と挙げられていた．








げられたのは ｢スピード｣ の 39.1％，3 番目に






































に ｢チームワーク｣ が 43.8％と挙げられ，｢正
確性｣ と ｢明るさ・元気｣ の 2項目とが 31.3％
の同率で挙げられた．男子も女子同様に，｢集
中力｣ が 60.0％と最も多い割合を示した．続い
て ｢正確性｣ が 40.0％で挙げられ，3番目には
｢チームワーク｣ が 35.0％で挙げられた．
中学の女子では，｢判断力｣ の 56.5％と最も
多い割合が示された．続いて ｢闘争心｣ と ｢正






｣ が 40.9％で挙げられた．また 3番目には ｢闘














































また 3 番目に多かったのが ｢ルーズボール｣，
｢1- 対 -1｣ などであった．男子の方も ｢マンツー
マンディフェンス｣ が 55.0％と項目中トップの
割合を示し，女子同様の傾向を示しており，次
に ｢1- 対 -1｣ が 50.0％，そして 3番目に ｢速攻
｣ の 45.0％の順で挙げられた．
中学女子でも ｢マンツーマンディフェンス
｣ が 60.9％と最も多い割合を示した．次は ｢速






｣ が 68.2％と最も多い割合を示し，次いで ｢速


































が 75.0％，次に ｢集中力｣が 62.5％，そして ｢チー
ムワーク｣ の 50.0％の順に示された．男子は ｢
集中力｣ が 65.0％，次に ｢闘争心｣ が 60.0％，





いて ｢研究心｣ の 43.5％の順であり，ミニとの
違いが見られた．一方男子の方は，女子と同様
の傾向が見られ，最も多い割合を示した項目が
｢闘争力｣ の 59.1％，次に ｢判断力｣ が 54.5％
を示していた．3番目の値を示したのはミニに












中学の指導者は，｢闘争心｣ と ｢判断力｣ に
ついて，ミニ同様に多い値を示していたが，3





























1.　図 12 と図 13 は練習プログラムの中で，
体力トレーニングの実施状況と，その目的につ
いての回答（複数選択可）結果を示したもので














ては（図 13），全体的には ｢持久力の向上｣ と












































































































































3.   図 20 は現在の指導者に就いた経緯につい
ての回答結果を示したものである．ミニの女子
では ｢推薦されて｣ が 50.0％と最も多い割合を
示した．また ｢前任者を継いで｣ が 25.0％と次
に多い割合を示した．男子においても同様の傾
図 17　学業の指導について




中学の女子は ｢現在の職位の関係｣ が 39.1％







































































































でを ｢プレゴールデンエイジ｣，９歳～ 12 歳
頃までを｢ゴールデンエイジ｣，13 歳以降を｢ポ




-3:「スポーツと道徳の狭間にて - その 1-」トレー
ニングジャーナル ,Vol.25, No.12, pp.64-67
2） 海老原　修（2004）学校運動部活動の現在と未来
-4:「スポーツと道徳の狭間にて - その 2-」トレー
ニングジャーナル , Vol.26, No.1, pp.65-68 
3） 海老原　修（2003）学校運動部活動の現在と未来


















































体育学会第 53 回大会 , 体育社会学専門分科会論
文集 ,pp.164-169























2010 年 11 月 30 日受付
2011 年２月８日受理( )
114
児 玉，佐 藤，大 神，本 間，南 條，葛 西
